
次回
４月３日
の
例会

★12：30点鐘
★ホテル御殿場館21
★仏教の宗派について

ロータリーは分かちあいの心

第2034回 例会プログラム

会員慶事
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国際ロータリー第2620地区

勝又重春

●例　会　場／東山荘
●開 会 点 鐘／12：30
●ロータリーソング／それでこそロータリー
●内　　　容／PETS報告・会長エレクト

●夫人誕生日
　４月１日　大庭健一郎君 夫人 さとみ様 
●結婚記念日
　３月29日　勝又　洋君 泰　子様 ご夫妻
　３月30日　梶原一正君 みさ子様 ご夫妻
　４月１日　勝又重春君 佳代子様 ご夫妻
●皆出席
　３月18日　神谷高義君（４年）
  ３月21日　山口幸男君（17年）
  ３月22日　勝又　厚君（１年）

　陽気が徐々に好くなり、サクラの開花が、話題になる頃となりました。
１.ロータリーのご報告
　国際ロータリーの強調事項の指定による識字率向上のための月間が、1997年７
月に新しく設定されました。当時のグレンＷ・キンロスＲＩ会長は、「地域の生活水準
の向上は、その地域の識字率の向上と深い関係がある」ということを強調して、世界のロータリアンに
識字率向上運動を、強く呼びかけました。なお、識字率向上月間は、昨年度より３月に変更されました。

２.話のさんぽ道
　今日は、「水保全」をテーマに、ブルタバ川が見つめる、チェコ共和国の世界文化遺産である「プラハ
の歴史地区」について学んでみましょう。
　プラハは、ブルタバ川（モルダウ川）が流れるチェコ西部のボヘミヤ盆地にあり、中世ヨーロッパの
面影を色濃くのこす歴史ある古い都です。14世紀に神聖ローマ帝国の首都となったプラハは、ローマ
やコンスタンティノープルと並ぶヨーロッパ最大の都市に発展し、「北のローマ」、「黄金のプラハ」あ
るいは「百塔の街」とも呼ばれています。16世紀後半、ハプスブルク王朝の支配になったプラハは、ヨー
ロッパ文化の中心都市としてボヘミヤ文化の栄華を極めました。その後は、数多の変遷を経てきたプ
ラハは、1993年の独立にともない、悠久の歴史と文化を誇るチェコ共和国の首都となりました。
　このような歴史の流れにあって、世界文化遺産の「プラハの歴史地区」は、ロマネスクからアール・ヌー
ボーまで様ざまな建築様式の建造物が数多く残されていて、まるで建築歴史の万博会場のようです。
この歴史地区は、荘厳で美しい中世ヨーロッパの街並み景観を成しています。ナチス・ドイツの占領、
「プラハの春」という事件およびビロード革命など激動の歴史に翻弄されながらも、この「プラハ歴史
地区」の存在は、この街に住む人々が、いつも誇り高く芸術を愛してきた証でもあるわけです。このよ
うな市民の姿勢には、感動し、共感を覚えます。
　ところで、2002年の夏、中東ヨーロッパの洪水によるブルタバ川の増水は、カレル橋の閉鎖、地下鉄
道の停止、窓辺まで水位があがり旧市街の立ち入り禁止など、深刻な水害をおよぼしました。このよう
な状況でも、技術・文化的な評価の高いカレル橋の健在は、喜ばしいことでした。街づくりのインフラ
整備について日本の建設技術は非常に高いが、橋など施設の芸術性はヨーロッパに学ぶことが、多い
と思います。
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月　日 点　鐘 会　場 内　容 担当及び卓話者

★2008年 ４月　御殿場ＲＣ例会プログラム★

会員卓話 水口正宏君

親睦活動委員会

雑誌広報委員会

全　員

12：30

18：30

12：30

12：30

ホテル御殿場館21

御殿場高原ホテル

名鉄菜館

名鉄菜館

仏教の宗派について

３クラブ合同例会

ロータリー雑誌月間に因んで

第５回 クラブ協議会

（2035回）

（2036回）

（2037回）

（2038回）



○例会日/木曜日
○例会場・事務局/ＹＭＣＡ東山荘
　静岡県御殿場市東山1052
　電話/0550－83－1133　FAX/0550－83－1138
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

会　　　長○勝又　重春
幹　　　事○望月　 茂
会報委員長○秋田　悦夫

第2620地区
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Honda Cars 静岡設立
芹澤正明君

出 席の 報 告3
13

2
28

会員数 出席者数 暫定出席率計算に用いる
会員数

前々回の
確定出席率

61名 59名 52名 88.14％ 100.00％

井口修一君・神谷高義君・勝又　洋君・水口正宏君
斉藤礼志君・渋谷　一君・山口幸男君

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。

欠席者（７名）

メ ー プの キ ッャ
２月15日

２月22日

２月29日

２月29日

２月29日

２月29日

３月５日

３月５日

裾 野

裾 野

裾 野

裾 野

沼 津

裾 野

長 泉

長 泉

勝又　敏樹君

井上　　元君

神谷　高義君

水口　正宏君

大森　清治君

田代　博久君

勝又　　洋君

豊山　　篤君

幹事報告幹事報告
望月　茂君望月　茂君

出席報告出席報告
勝又　厚君勝又　厚君

ソングリーダーソングリーダー
豊山　篤君豊山　篤君

ＳＡＡＳＡＡ
内海宣彦君内海宣彦君

お誕生日おめでとうお誕生日おめでとう
勝又敏雄君・内海宣彦君勝又敏雄君・内海宣彦君

幹事報告
望月　茂君

出席報告
勝又　厚君

ソングリーダー
豊山　篤君

ＳＡＡ
内海宣彦君

お誕生日おめでとう
勝又敏雄君・内海宣彦君

皆出席皆出席
小早川豊一君・秋田悦夫君・豊山　篤君小早川豊一君・秋田悦夫君・豊山　篤君

皆出席
小早川豊一君・秋田悦夫君・豊山　篤君

〈静岡の市場環境〉
静岡県の市場の状況を見てみますと、市
場規模では全国で８番目であり、ホンダシェ

アは、全国平均を上回る位置づけとなっております。
　また、メーカー別のシェアを見てみますと、スズキ、ダイハツ
は拡大傾向であるのに対して、Hondaは02年以降、苦戦しており
ます。
〈販売網強化に向けて〉
　このような背景のもと、我々は将来の有るべき姿を目指し、
全社員の力を結集し、将来ゆるぎない安定した販売網を構築し、
景気や環境変化に左右されない強靭な収益体質の確立を急ぐ
必要がございます。
　この戦略目標を達成する為の重要ポイントとしては
　①お客様に認められて、お客様から永続的に存在を期待され
　　る販売体制であること。
　②先行する他社ディーラーに対抗し、競争力を強化し、勝ち
　　抜くことが出来る販売体制。
　③老朽化した拠点の建替えや、自ら戦力増強を行える販売体
　　制であること。
　④社員の皆様の夢、やりがいが実現することが出来る販売体
　　制であること。
　その為に、当社の「人」「物」「金」の経営資源をあらゆる角度か
ら検討を重ね、冒頭でも申し上げましたとおり、皆様の頑張り
を継続して続けて頂き、収益体質は着実に改善戦略目標をホン
ダカーズ御殿場、単独で実現するには、相当の時間を要すると
判断せざるを得ません。
　そうした中、静岡県安定販売網構築の構想に基づき、我社の
今後の方向性を、さまざまな検討を重ねました結果、ホンダカー
ズ静岡東と、ホンダカーズ静岡中央、ホンダカーズ裾野と当社
の４社で大同団結し、静岡エリアの安定販売網構築に向け、新

体制に再編成することを決断いたしました。
　今回の統合は、お客様に圧倒的に支持される販売体制を構築
し、先行する他社ディーラーを構築する為のものであります。
　その為に、両社が個々に持つ強み・弱み、経営として抱える課
題を分析検討した結果、各社が持つ強みを活かし、且つ弱みを
改善することができることで、経営課題の対応が急務である今
回の統合がお客様から支持され、つまり存在を期待される企業
を目指せるものと判断した。
　両社が統合する新体制は、総員300名、新車拠点16拠点、オー
トテラス３拠点（中古車）を有する体制となります。
　新体制では、統合によるスケールメリットを最大限活用する
と共に、高効率でコスト競争の高い会社運営を行っていくこと
が重要であります。
　宣伝や物流の効率化はもとより、新車の拡販、中古車ビジネ
スの強化、サービス施策の強化を図ることで、将来に向けての
拠点投資、人材の確保ができるようになります。
〈私の思い〉
　静岡県のエリアの１／２を私共の会社で運営する事になり、
地域のホンダ車のシェア守りきりについて責任が重くのしか
かってきます。2008年は台数のやりきり5000台を達成に向かい
努力致します。
　2007年日本国内の全メーカー販売台数は560万台と35年前の
販売台数のなった。1990年バブル最高期から比べると220万台
減少した。トヨタ160万台＋ホンダ66万台＝226万台が１台も売
れなくなった状況になります。
<最後に>
　今回の政策は、「国内四輪80万台販売体制に向けた静岡エリ
アの販売網強化」と「経営の自主自立」であります。４社の統合
と静岡・焼津エリアの販売網再構築により、静岡県が強化され
ると共に、80万台体制に向けた新車拠点展開・戦力増強が推進
でき収益体質の強化と、人材の登用による活性化が図れるもの
と確信しています。
　本日はどうもありがとうございました。


